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本日の論点（案） 資料2-1

現存する多種多様なコードの読替え等を可能とする変換システム（ディレクトリ）が必要ではないか？

（問題意識）

① ある１つの企業や商品・サービスを「識別」するために振られるコードは、データベースを構築する主体（企業や行政）によって区々。

② これは、各主体の業務の効率化等に資するよう、各主体の独自の判断により、データベースが構築されてきたことによるもの。

（換言すれば、多くの主体は、ネットワーク上で他の主体とデータを共用することを想定しないまま、データベースを構築してきたもの。）

③ 我が国は、世界 先端のブロードバンド環境が既に整備されており、ある１つの企業や商品・サービスについて、複数の主体が有するデータをネット
ワーク上で共用化することができれば、経済全体の生産性を大きく向上させる可能性。

④ しかしながら現状では、 ある１つの企業、商品又はサービスを「識別」するために振られているコードは、形式が区々で、他の主体とデータを交換する
際の伝送手順も整備されていないため、データを共用することができていない。

⑤ 既に膨大なデータベースが存在し、 多種多様なコードが振られている現状の下では、コード体系を統一し、改めて振り直すのは、却って社会的な損
失が大。これまでデータベースを構築してきた各主体の取組みは、今後も引き続き尊重されるべき。

⑥ 複数の主体が有するデータをネットワーク上で共用化するためには、多種多様なコードの読替え、元となるデータの検索、元となるデータベースへの
アクセス制御を可能とする変換システム（以下「ディレクトリ」という。）が考えられないか？

⑦ 変換に当たっても、１対１の変換を積み重ね、変換自体のために膨大な数のシステムを構築するよりも、「公開されているコード」を１つの基盤として
ディレクトリを構築する方が合理的ではないか？

⑧ 特に、中小企業は、我が国の全企業「数」の９９％を占めるなど数が膨大であることから、１対１の変換システムを逐一積み上げるよりも、「公開されて
いるコード」を基盤としてディレクトリを構築する意義は非常に大きいのではないか？

⑨ また、一般に、中小企業は大企業に比べＩＣＴの活用が進んでいないことから、「公開されているコード」については、誰でも簡便に利用できるものを基
盤に据えるべきではないか？
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ディレクトリのメリットを可視化させる具体的・現実的なシナリオを構築し、共有すべきではないか？

５W１H Agenda 設定 Draft Action

Why ディレクトリのメリットは？ 「理念」から１歩進んで、

具体的な利活用モデルは何か？（他のコードとの読替えができなくて、困っている点は何か？）

前提となる他の技術やサービスの可用性は？

Who ディレクトリの利用者は？ あまねく利用してもらうことを目的としつつも、政策上は射程を絞り込むべきではないか？

業種・業界や直接の取引関係を超えてデータを共用できるＩＣＴ共通基盤として、ディレクトリに係る政
策を講じるべきではないか？

裾野の広い中小企業でディレクトリの利用を浸透させ、大企業での採用も促していくという手法がとれ
ないか？

By 
whom

ディレクトリの構築は誰が？

ディレクトリの維持・管理は誰が？

現在コードを振っている主体は？

①信用調査機関、②商工会議所、③通信事業者、④各府省（次頁）、⑤海外（DUNS）、⑥その他

公開されていて誰でも使えるコードはどれか？

足りないものは何か？

誰がディレクトリを構築し、維持・管理できるか？（経済合理性）

What どういうデータを共用するか？ 利活用モデルから共用すべきデータ項目の整理

企業コード＋属性情報か、事業所や拠点の取扱いをどうするか？

属性情報を更新する仕掛けは？

ディレクトリ・サービス提供者の果たすべき要件は？

①法的責任、②安全性・可用性の担保、③その他

When 実現の時期を何時におくか？ ２０１１年（完全デジタル元年）を目標にすることはどうか？

海外ベンダーの動向は？

How 実現に向けたシナリオは？ ２０１１年を目標にする場合、０８～１０年のロードマップをどう描くか？
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各省庁が発番している企業コードからして多種多様

（出典）内閣官房主催「電子政府評価委員会」提出資料
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